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I　 緒 言

ツベル ク リン(以 下 ツと略称す る)反 応は個体 の結 核

感染の有無な らびに本病 に対す る免疫 の程度 を判定す る

唯一の簡便に して確実な方法で あ り,結 核予防対策 の実

施上の羅針盤 と して,ま た本病 の疫学 的研究上 の指針 と

して不可欠の手技で あることは さ きに野辺地 ・柳沢 ら1)

2)が 指摘 した とお りであ る。

従来結核既感染者の ツ反応 はいわゆ る陰性 アネルギー

状態に ある もの を除 けば必ず陽性 を示す もの とされ てお

つた。 しか るに慢性結核患者の中 にはいわゆ る陰性 アネ

ルギ ーとは考 え られないのに,ツ 反応が連続 して陰性 あ

るいは疑陽性 を示す症例が存在す ることがHedvall3)

に よつて発見 された。 そして この よ うな 事例の 存 在は

Kvinsland4), Lichtenstein5),お よびMascher6),

またわが 国において も三友7),長 屋8)お よび 木村 ら9)

の諸家に よつて確 認 された。

Mascher6)は このよ うな症 例にBCGを 接種 した

の ち もなお ツ反応が陰性で あることを観察 してい る。長

屋8)は この よ うな症 例は 先天 性の 難陽転性に よる もの

と推 論 してお り,ま た 木 村 ら9)は 同様の概 念に加 えて

遅発 反応 お よびZone現 象に よる説明 を試みてい る。

以上は成 人結核患者についての所論で あるが,野 辺地

ら10)～13)は 学童の集 団検診において発見 した常用部位

におけ るツ反応 陰性な初 発結核学童では,そ の1/3は 初

回部位 で も陰性で あつて た しかに 難陽転者 で あるが,

2/3は 初回部位では陽性で あるのに常用部位 では ツ液 反

復注射に よるツ反応の促進現象のた めに,常 法の48時

間判定では陰性 あるいは疑陽性 を示す よ うになつた もの

で あることな報告 してい る。

ツ反応の反復施行局所においては反応性が変調な起 こ

し,早 期 に発現す るよ うにな る現象は,昭 和17年 柳沢

14)が すでに発見 した もので あつて,つ いで小池15),鈴

木16),益 子17)お よび 後藤18)の 諸家 によつ て確認 さ

れた。 しか るに 野辺地 ら10)～13)は 反復注射部位にお け

るツ反応 の変調 はツ反応が早期 に発現す るよ うになるだ

けではな く,そ の強 度が大 とな るものであつて,再 感染

あ るいは病毒 または毒 素の再接種時にみ られ る免疫反応

の促進現象で あるとした。かつわが国においては近 時本

現 象の一般 的進 展に よつて ツ反応の検診成 績が著 し く誤

られ るので,本 現 象は結核予防上重大な事象 となつて き

た ことな指摘 し,同 門の諸家19)～29)と ともに 本現 象に

つ いて詳細 な研究 を行なつて きた。 また群 馬大学 の松 島

30)も その同門の諸 家 とともに 本問題を広汎にわたつて

攻究 し多数の報告 を出 してい る。 海 外においてはHal

klaer-Lassen31)の 報告がみ られ る。

著者 は慢性結核患者 のツ反応 につ いて促進現象 を考慮

して観察す れば,上 述 の野辺地 らが学童 の集 団検診 にお

いて発見 したツ反応 陰性 な初発結核患児 においてみた と

同様 の所見が得 られ るではないか と考 え,も しこの よ う

な事象が慢性結核症 にお いて も等 しく観察 され るな らば

結核症の予防上の みな らずその治療上重視すべ き問題 と

考 えた。 よつ て 東京都下6療 養所に入所中の 結核患者

1,040名 を対象 と して,本 問題の検討 を試み たので その

所見 を報告す る。

II　研 究 方 法

1)　研 究対象お よび実験期 日

本研究は昭和30年 に 東京都下の 下記6療 養所に入

所中の結核患者3,978名 の うち安静度3度 以上の慢性

結核患者1,040名 を対象 として これ を行なつた。

国立清瀬病院 国立東京療 養所

国立 中野療 養所 都立府 中病院

警視庁府中療 養所 都職清瀬療 養所

安静度3度 以上の 結核患者 を対象に 選んだのは,重

症患者に しば しばみ られ る陰性 アネルギ ー症例 を前 もつ

てで きるだ け除外す るた めの用意で あつた。

2)　 注射方法

ツ反応は常法に従い型の ごと く左 前腕屈側中央やや上

部に1～2ヵ 月間隔で3回 連続 して実施 した。そ して

48時 間判定に よ り3回 と も陰性 または疑陽性 となつた

患者 を選び,こ れに対 して 第4回 目の ツ反応検査を行
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なつた。 この場合は頻回注射部位であ る左前腕常用部位

と初 回注射部位 と思われ る右前腕対称部位の両部位に ツ

液 注射を行なつた。

3)　 ツ液 お よび使用器 具

本研究 に用いたツベル ク リン液 はLot No.620結 研

製2,000倍 稀釈 旧 ツ液 で ある。 注射筒,注 射針お よび

シンメルブ ッシュはすべ て新品を使用 し,本 研究 専用 と

した。

4)　 判定方法

判定方法 は常法 に従つ て発赤縦横径平均 値を採 用 した

が,第4回 目の ツ反応検査 では さらに ツ反応 の硬結 の

合理 的な新測定法 と認 め られ る野辺地 ・中村 ら32)33)

の皮厚増加度測定法 を併用 した。

III　研 究 成 績

1.　第1回 目のツ反応検査成績

安 静度3度 以上 の 慢性結核患者1,040名 の 第1回

目のツ反応検査 の成績 は表1に 示 すご と く陽性者847

表1　 第1回 ツ反応検査成績

()内 は%。

名(81.4%),疑 陽性 者161名(15.5%),陰 性者32

名(3.1%)で あ つ た。

2.　 第1回 目の ツ反応検査時の 陰性お よび疑陽性群

のその後の検査時におけ るツ反応 の推移

第1回 目検査で ツ反応が陰性 または 疑陽性で あつ た

結核患者161+32=193名 の うち退所 または症状の

増悪 した27名 を除 く166名 に,2カ 月後第2回 目の

ツ反応検査 を行なつたが,表2に 示す ごと く107名 が

表2　 第2回 ツ反応検査成績

()内 は%。

陽性 に転 じていた。次に 第2回 目の ツ反応検 査におい

て陰性 ま た は 疑陽性の もの59名 の うち8名 を 除 く

51名 に1カ 月後 に第3回 目の ツ反応検査 を 行 なつ た

が,表3の ご とく13名 が 陽転 していた。 以上 は常法

に従 い常用部位 におけ る反応 の48時 間判定 に よる成績

で ある。

表3　 第3回 ツ反応検査成績

()内 は%。

この よ うに3回 の ツ反応検査 に連続 して 陰性 または

疑陽性で あつ た38名 の うち36名 に1カ 月後に さ ら

表4　 第4回 ツ反 応 検 査 成 績
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に第4回 目の ツ反応 を行なっ た。 そして今回は 左右両

腕に ツ液 を注射 し発赤径お よび皮屋増加度の両測定法に

よる判定を行なったので あるが,48落 間後 面測定法 と、.

もに陽性であった もの と,い ずれか一方 が陽性で あっだ

もの とを合わせ て陽性者 とした。 すなわ ち発赤が疑陽性

で も皮 摩すなわ ち硬 結が陽性で あるもの も陽性 としたの

であ る。 この検査成績 は 表4に 示すご と くであった。

左 右両腕 ともに陽性 を示 した ものすなわ ち確 かな陽性 群

は5名 であった。す なわ ち第1回 のツ反応陰性者 の う

ち156名 は第2,第3お よび第`4回 の ツ反応検査 に

よ りその』101+13+・5・=125』 名.(80.0%)陽 転 し

ていたC

また左右両腕 と もに陰性 あ るいは疑陽性 を示す ものす

なわち陰性i群は4『+5+3=12名,左 腕 は 陰性 あ

るいは疑陽性で あったが右腕は陽性な ものすなわ ち偽陰

性群は7十11二18名iな お 左腕は陽性で あっ たが

右 腕は陰性あるいは疑陽性の ものすなわ ち偽 陽性例が1

氏 名

名み られた。

3.4回 の ツ反応検査の連続陰性 また疑陽 性者の臨床

的検討',

第1図 か ら第3回 の ツ反応検査にお.いて連続 陰性 ま

たは疑陽性で あっ てダ 第4回 目の ツ反応検査 にお いて

左右両腕の いず れか にお いて陰性 あるいほ偽陽性 を示 し

た,も.の31名 について臨床検査 を行なっ た。その結果次

のご と く.3名 の陰性 アネルギ ーと思われ る 患者 を発見

した。

症 例1:24才,♀,浸 潤型肺結 核症,安 静度3度

で あるが全身状態不良で あった。

症 例・2.:42才,♀,浸 潤型肺結核症}安 静度3度,

観察期 間申に喀血 したので進行性の病巣の存 在が推定 さ

れた。

症例3:58才,♂,浸 潤型肺結 核症}安 静度6度,

症状 は比較 的安定 しているが老 入結核 である。

そ してこの3名 は ツ反応常用部位で ある 左腕で も,

表5第4回 ツ反応検査蒔の陰性結核患者の臨床所見

i性別 年令}病
}』

型盤i讃 撃 手細論 種類隙
一一l

i
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-1 　一i
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一}
一i
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男
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女

男
〃

〃

〃

〃
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く一1
-i
一一
一1

〃

男
〃
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男
〃

女
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〃
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女

男
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〃

〃
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20

29

29

26

24

52

26

29

35

24

21

27

29

30

32

2エ

21

26
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29

31

24
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50
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1
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2

8

4

5
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十

十

陰性 者か ら陰性 アネル ギー者 は除外 してある。
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また,初 回部位 であ る右腕で もともにツ反応が 陰性 であ

っπ。前記 のご とぐ4回 の ツ反応 検査 で 連続 陰性 あ る

いは疑 陽性 を示 して きた31名 か ら,こ の3名 の 陰性

アネルギー者 と認 め られ るものを除 き,残 る28名 の ツ

反応陰性患者 の 臨床所見 をみ るに 表5に 示す ごと く陰

性 アネルギ.....の疑いは なかっ た。す なわ ち28名 の ツ反

応陰性患者中13名 は細菌学的 に,5名 は摘出肺の病理

学的所見 によっ て肺結核で あることを確認 したが,さ ら

に残 りの10名 につい て も胸部X線 所見お よび臨床経

過か らいずれ も肺結核患者で あることを確証 している も

ので ある。

この28名 の患者の胸部X線 所見,血 液 沈降速度お

よび一般状 態か ら考慮す ると25名 は比較的症 状が安定

してい るので陰性 アネルギ ー状態に あるとは考 えられな

かった。他の3名 の患者 の申には老人結核症患者1名,

血液沈 降速度が促進 してい るものが2名 おって,陰 性

アネルギーが疑われた。 しか し彼 らはいずれ もツ反応が

左腕 では陰性であ るが 右腕 では陽性 とな り,明 らかに促

進反応 に基 づ く陰性者 であっ て陰性 アネルギー者 ではな

かっ た。

9.4回 の ツ反応検査 に連続 して陰性 または疑 陽性 を

示 した結核患者(陰 性 アネルギー者 を除 く)28名 の ツ

反応の検 討

上記の ごと く始 め3回 の 常法 による ツ反応検査 に連

続 して陰性 または疑陽性反応 を示 し,さ らに 第4回 目

に は左右両腕のいずれかにおい て陰性 または疑陽性 を呈

し,し か も陰性 アネルギ ー状態に あるとは考 え られ ない

結核患者28名 の第4回 目の ツ反応成績 を 検討す るに

表6お よび表7に 示 す ごと くであった。すなわ ち左腕
卜(常用部位)だ けでな く右腕(初 回部位)に おいて も陰

表6第4回 ツ反応検査時の陰性結核患者のツ反応成績

氏

24時 間 借

名 左 腕 右 腕

48時 間 値

左 腕 右 腕

"一

ilユx1

■■■■■■■iOxO

-12×11
-14×9
-13x3
-5×51
-15xユ51

12x13i一
,1

-159×481 　 く

一16x16{

巨 樗劉
一}10x10
一i
-i
-1
-i
-i
-1
一}
一1
-i
-1
-1
一:

魅 径鱒 増加難 赤徽 騨1度i勤 矧耀 加劇発重創皮厚増援

5x5

9x8

2x2

7×7

18×18

2x2

1;X14

6x6

26×16

38×27

12x12

15x12

■ ■ ■ ■ ■}16x15

■■ ■■ ■i14x12

-137×22
{ 一

1.0

1.5

1.5

1.5

0.O

LO

2。0

1。0

2.5

1.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.0

0.5

1.0

1.5

1.C

1.5

1.C

1.5

1.5

z.0

2.0

2.C

a .0

2.0

1×1

6x6

29×21

12x9

3Xx

6x6

17Xユ7

15×19

26×42

17×17

15×22

20x22

16Xユ5

12×12

28×17

3Cx22

9×9

11x11

1CX10

21x17

9×9

26× ユ3

36x26

9x8

9×9

17×17

5x5

25x42

0.5

ユ.5

2.0

1.0

0.0

2.5

3.5

～5
.0

2.5

3.0

2.0

5.0

2.5

1、0

3.0

0.5

1.5

2.0

2.0

2.0

0.5

1、0

1.0

0.5

0.5

v.5

0,0

2.0

2x2

2x2

1×1

0×0

4x4

5×3

1×1

5x5

6×6

9x7

7x7

8」<8

0xO

7×7

6x6

5x5

0xO

3Xx

2x2

0×0

9×7

7×7

7×7

8x7

14×12

1×1

4×5

5×5

0.0

0.5

0.5

0.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.O

F1.,.

0.5

1.5

1.O

LO

O.0

0.5

0.0

0.0

1.0

0.0

0.0

1.5

1.0

0.5

1。0

1.0

1.5

1.5

8x6

7×7

9x7

8x8

4x4

7×7

14×14

12x12

41x69

14×14

23×34

18x22

2xx18

15×15

42x26

22×1E

16×10

1Cx10

10×10

18×13

14×12

10×9

29×21

8×8

6x6

14×14

6×6

45×55

1.0

0,5

0.0

1.0

0.0

1.5

3.5

4.0

4.0

2.5

2.0

3.0

5.5

z .0

2。0

7.5

2.0

2.0

5.0

ユ.0

ユ.0

1.0

1.0

2.5

0。O

x .5

1.5

2.5

陰性者から陰性アネルギー者は除外してある9
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表7　 第4回 ツ反応検査時の陰性者の

左右両腕におけるツ反応検査成績

陰性者か ら陰性アネル ギー者は除外 して ある。

ツ反応 成績は48時 間判定結果 を示 して ある。

性 あるいは疑陽性 を示 した ものが1+3+5=9名

(32.0%)あ つた。 また初 回部位では陽性を示 したが常

用部位では陰性 あるい は疑陽性で あつ た もの は6+12

=18名(64.5%),初 回部位では疑陽性 なのに常用部

位では陽性 を示 した ものが1名 あつた。最後の2群 を

合計すれば18+1=19名(68.0%)と なつ た。

IV　 考 察

1.　 ツ反応陰性結核患者 の陽転率

長屋8)は 前 回 ツ反応が 陰性成 績を示 した 結核患者群

に3～5カ 月後 に 第2回 目の ツ反応を行なった とこ

ろ,そ の72.1%が 陽性に転 じてい たことを 報告 して

い る。著者は安静度3度 以上の慢性結核患者1,040名

に4回 ツ反応検査 を行なつ た。 そして第1回 の検査 に

お いて常法 による判定の結果 ツ反応陰性 または疑 陽性者

を示 した もの156名 に対 して1～2カ 月間隔で さらに

3回 の ツ反応を行なつた。そ して第2回 目は107名,

第3回 目は13名,第4回 目は5名,計125名,す

なわ ち80.0%の 陽転 を認 めた。 著者 の ツ反応の実施

回数お よび間隔は長屋の それ と異な るが陽転率はほぼ等

しい値 を示 した。 この陽転者の大部分 は長屋が考察 した

ごと く陰性 アネル ギーに ある症例が再び ツ反応陽性に戻

つた もの と推定 され るが,一 部のは促進反応の初期に認

め られ る増強現象 によ る偽陽性者 も含 まれ てい るもので

はないか と推察 され る。

2.　 ツ反 応陰性結核患者 の検 出率

陰性 アネルギーによ るものとは考 え られないツ反応 陰

性 の結核患者 の検 出率 に関す る内外 の諸研究家 の報告例

は比較 的少 ないが,Kvinsland4)は 結核患者4,000

名中2名(0.05%),Lichtenstein5)は11,749名 中

4名(0.03%),Mascher6)は1,591名 中8名(0.5

%),長 屋8)は1,340名 中19名(1.42%)ま た木村

9)は1 ,450名 中19名(1.31%)と 報告 してい る。今

回著者は結核患者1,040名 に1～2ヵ 月間隔で4回

ツ反応検査 を実施 し,常 法 に従つ て左前腕常用部位 にお

ける ツ反応の48時 間判定 によ り4回 連続 して 陰性 あ

るいは疑陽性 を示 した もの31名 を発見 した。 ただ し後

述 のごと くその うち3名 は陰性 アネルギー による もの

と判定 されたの で,当 初 の 観察対象患者1,040名 か ら

発見 され た陰性 アネル ギーによ るもの とは考 え られない

ツ反応陰性慢性結核患者数は31名 の陰性患者数か ら上

記3名 を除外 した 残 りの28名(2.7%)と な るので

ある。

著者 な らびに長屋,木 村 等のわが 国における ツ反応 陰

性結核患者 の検 出率が上述 の欧米 の諸家 による報告 に比

較 して著 しく高いのは使 用ツ液 の濃度,ツ 反 応判定基準

お よび陰性 アネルギーの定義が やや異 なるために も帰因

す る こと もあろ うが,わ が国 においてはツ反応検査 の一

般普及に伴 う常用部位 の促進反応発現率が きわ めて高 い

ことがその主因ではないか と推察 され る。

3.　 ツ反応陰性結核患者中陰性 アネルギ ーに よる もの

の判 定

Mascher6)長 屋8)ら は ツ反応 陰性 結核患者が 陰性

アネルギー状態 にある と認 める条件 として重症結核等 に

よる悪液質,進 行性結核に おけ る脱感 作,非 結核性伝 染

性疾患 および老人結核 をあげてい る。著者 も彼 らと同様

の陰性 アネルギ ー状態の 有無 の判定基準 に従 つて 第4

回 目の ツ反応検査において陰性 あるいは疑陽性 を呈 した

もの31名 中3名 の陰性 アネルギ ー 状態に ある症 例 を

発見 した。 よつて陰性 アネルギ ー者 とは考 え られない ツ

反応陰性症例 は31-3=28名 となつた。 この28名

の ツ反応陰性群中にはなお 老人結 核患者1名,血 沈 速

進者2名 あつて一見陰性 アネルギ ー 患者 を思わ しめた

が,こ の3名 はいずれ も左腕 は陰性 であつたが 右腕は

陽性で,陰 性アネルギーではな く促進 反応に よる偽陰性

者 である ことを知 られた。 それゆえに陰性アネルギーの

判定 にはMascherお よび長屋の臨床的藻準のほかに初

回部位 の ツ反 応如何 を観察 す ることを提言 する ものであ

る。

4.　 ツ反応陰性の結核患者 の由来に関する考 察

陰性ア ネルギ ーに よるもの とは考 え られない ツ反応陰

性の結核患者 の出現が 何 に由来す るか についてはMa-

scher6)お よび 長屋8)ら は先天性 の 難 陽転性に よる も

の と し,ま た木村9)は ツ反応陰性の結核患者10名 中6

名に遅発反応が,2名 にZone phenomenonが 認 めら

れ たことを報告 してい る。 また野辺地 ら10)～15)は 小学

校にお ける初発結核患者の陰性例ではその1/3は 先天 性

難陽転者で あるが,2/3は ツ反応常用部位 におけ る促進

現象に よる もので あることを証明 してい る。

著者 は上述の よ うに東京都下療 養所入 院中の慢性結核

患者1,040名 に1～2ヵ 月の間 隔で4回 ツ反応 を実

施 し,4回 とも連続 して陰性 または疑陽性 を呈 し,し か
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も陰性 アネルギーに よる もの とは認 め られない症 例28

例 を検出 し,こ れにつ いて野辺地 ら10)～13)が 小 学校 の

集団検診時に発見 した ツ反応陰性初発結核病愚者 にみ ら

れ たよ うな現象(1)す なわ ち 常用部位だけでな く初 回

部位 で も陰性反応を示 すので難陽転者 と確認 され るもの

と,(2)常 用部位 では陰性であ るけれ ども初 回部位 では

陽性であ るため常 用部位 における ツ反 応の促進現象 に基

づ く偽陰性(false negative)例 と判定 される もの とが

はた してみ られるか否 か,ま たその ような両群 の発現率

如何 を検討 した。 その結果前群す なわ ち難陽転性に帰因

す る もの と認 め られ る もの は陰性者28例 中9例(32.0

%≒1/3),ま た後群すなわ ち陽性者 であ りなが ら偽陰

性 を呈 した ものが18例(64.5%≒2/3)発 見 され た。

すなわ ち慢性結核患者において もツ反応陰性例は野辺地

らの初発結核患者 におけ る所見 と同様に その1/3は 難陽

転性に よるものであ り,2/3は 常用部位 におけ る促進現

象 に帰因す る偽陰性者 であ るとい う成 績が得 られたので

あつ た。

なお著者 の場 合は 上記2群 のほか に 促進反応発現 の

初期 にと きどきみ られ る現象す なわ ち反応強度 は促進 し

ているが,発 現 時間の促進が まだ著 しくないので,常 法

に よる48時 間後 の判定 時に初 回部位 では陰性で,本 来

は陰性な ものが常用部位で は陽性 を呈す る症例,す なわ

ち偽陽性(false positive)例 に該当す る ものが1例 み

られ た。 この偽陰性例 と偽陽性例 とは上述の ごと くと も

に促進反応に帰因す る もので あるので,こ れ を合計すれ

ば19例(68.0%)と な る。

V　 総 括

東京都下の6療 養所入 所中の安静度3度 以上の慢 性

結核患者1,040名 に常 用部位に ツ反応検査 を 行ない,

常 法に よる判 定の結 果,ツ 反応陰性 あ るいは疑 陽性を示

した ものに対 し1～2ヵ 月の間隔をおいて さらに3回

の ツ反応を行なつて ツ反応 の推移 を観察 した。 第4回

目には左 腕(常 用部位)と 右腕(初 回部位)の 反 応を比

較観察 し,ま た各陰性例が 陰性 アネルギーによるか否か

を検 討 した。 以上 のよ うな観察 の結 果大要 下のよ うな所

見が得 られた。

1)　第1回 目の ツ反応検査 時陰性 あるいは 疑 陽性 を

示 した ものは156名 あつたが,そ の後 の3回 のツ反応

検査 によ り,そ の うち125名 す なわ ち80.0%が 陽転

した ことが知 られた。 その大部分は陰性 アネルギ ー状態

が正常状態 に復 した ものと思われ るが,一 部は促進現象

発現 の初期 にみ られる反応 出現 時間 の促進は まだ少ない

が その強度が促進 され た状態に ある もの,す なわ ち偽陽

性例で はないか と推定 され る。

2)　 上記 の4回 の ツ反応検査時に常法に従つた 左 前

腕常用部位にお けるツ反応の48時 間判定に より,4回

連続 して陰 性 あるいは疑陽性を示 した ものが31名 発 見

された。 その うち3名 は後 述のご と く臨床検査 の結 果

陰性 アネルギー に よる もの と判定 されたので,上 記 の

31名 か らこれ を除外 した。 残 りの28名 は 後述の ごと

く臨床検査 と左右 両腕の ツ反応比較の結果陰 性アネルギ

ーに よるとは考 えられない ツ反応陰性症例であ ることが

確認 された。

この ような 症 例28名 の当初 の 観察対象1,040名 に

対す る割合 は2.7%で あつて,こ の頻度 は欧米 の諸家

の報告 に比 して著 しく高率 である。 これはわが 国におい

てはツ反応検査の一般普及率が高 く,常 用部位 の促進現

象の強度が きわ めて高 いことが その主因で あろ うと考 え

られ る。

3) 4回 の ツ反応検査時に連続 して陰性 あるいは疑陽

性を示 した上記の31名 の症例について,Mascherお

よび長屋 が あげてい るような陰性アネルギーに よるか否

かを判定す る基準に従つて臨床検査を行なつた。そ して

その うち3名 は陰性 アネルギー 状 態にあ ることが知 ら

れ たので これ を31名 か ら除外 した。

残 りの28名 中25名 は臨床上 陰性 アネルギーの徴が

なかつたが,3名 は これを疑 わ しめる ものが あつた。 し

か しなが らこの3名 はいずれ も左 腕の常 用部位 では ツ

反 応が陰性で あつたけれ ども右腕の初 回部位 では陽性反

応 を示 し偽陰性者 であることが確か め られ た。 したがつ

て上記 の28名 はいずれ も陰性 アネルギ ーとは考 え られ

ない ツ反応陰 性結核患者例で あることが確か め られ た。

著者は ツ反応陰性結 核患者が陰性 アネルギ ー状態に よ

るか否か をみる標準 と してMascherお よび長屋が あげ

てい る臨床的条 件に上記の初 回部位におけ るツ反応を観

察す る免疫学的条 件を加 えることを提言す る もの で あ

る。

4) 1,040名 の結核患者 か ら上 記の ような方 法で提 出

された28名 の陰性アネルギー状 態にあ るもの とは考 え

られない ツ反応陰性あ るいは 疑陽性の 結核患者 につい

て,左 腕 の常用部位 と右腕の初回部位におけ るツ反応を

比較観察 した。 その結果28例 中9例(32.0%≒1/3)

は両腕 と もに陰性反応を示 し難陽転者であ ることが知 ら

れた。また18名(64.5%≒2/3)は 常用部位 では陰性で

あるが,初 回部位 では陽性 反応 を呈 しておつて,常 用部

位 における促進現象 に帰 因す る偽 陰性(false negative)

例であ ることが知 られた。 すなわち慢性結核患者 におい

て も野辺地等が小学生 の集 団検診 によつて発見 したツ反

応 陰性初発結核患者群 でみた と全 く同様 の所見が み られ

た。

なお著者の観察例で は常 用部位では陽性 を呈す るが,

初 回部位で は陰性で ある偽陽性(false positive)例 が

1例 み られた。 これ は促進現象発現の初期に とき どきみ

られ る もので あつて,反 応強度は促進 されてい るが,発

現時間が まだ 十分促進 されていないので,常 法 に よる

48時 間判定時に 偽陽性 を呈す る例であ る。 偽陰性例 と

偽陽性例は ともに上 述のご と く促進現象 に帰 因する もの

で あることを合計すれば19例(68.0%)と なる。

(参考 文献は第3報 終 りに一括掲載 する。)

本 文の要 旨は第17回 東京都衛 生局学 会(昭 和30年)

に報 告 した。


